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年
３
月
３
日
の
卒
業
証
書
授
与
式
後
の
懇

親
会
で
は
、
大
学
部
講
師
の
高た
か

木ぎ

正ま
さ

義よ
し

が

「
義
塾
の
大
学
を
し
て
益
盛
な
ら
し
め
ん

と
せ
ば
、
此
種
の
会
合
に
於
て
会
衆
の
連

唱
す
可
き
極
め
て
人
心
を
鼓
舞
す
る
の
力

あ
る
塾
歌
を
作
る
に
若
か
ず
」
と
力
説
し

て
い
る
。

　

ま
た
１
９
０
３
（
明
治
36
）
年
に
は
第

一
回
早
慶
野
球
試
合
が
行
わ
れ
、
義
塾
が

勝
利
し
て
い
る
。
こ
の
早
慶
試
合
が
塾
歌

制
定
を
促
し
た
と
い
う
資
料
は
な
い
が
、

母
校
の
応
援
の
た
め
に
塾
歌
を
求
め
る
機

運
が
高
ま
っ
て
い
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
。

　

そ
し
て
つ
い
に
１
９
０
３
（
明
治
36
）

年
、
ひ
ろ
く
塾
生
、
塾
員
に
向
け
て
塾
歌

の
歌
詞
募
集
が
行
わ
れ
た
。
し
か
し
な
が

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス　

「
見
よ
、
風
に
鳴
る
わ
が
旗
を
…
」
で

始
ま
る
塾
歌
は
、
１
９
４
０
（
昭
和
15
）

年
11
月
12
日
に
正
式
制
定
さ
れ
、翌
年
１
月

10
日
の
福
澤
先
生
誕
生
記
念
会
当
夜
に
発

表
さ
れ
た
。
作
詞
は
当
時
の
義
塾
職
員
で

福
澤
研
究
者
と
し
て
知
ら
れ
る
富と
み

田た

正ま
さ

文ふ
み

、

作
曲
は
東
京
音
楽
学
校
（
現
東
京
藝
術
大

学
音
楽
学
部
）
教
授
の
信の
ぶ

時と
き

潔き
よ
し

で
あ
る
。

　

そ
れ
以
後
、
70
年
以
上
に
わ
た
り
歌
い

継
が
れ
て
い
る
塾
歌
だ
が
、
実
は
こ
の
塾

歌
は
二
代
目
で
あ
る
。
初
代
は
今
か
ら

１
１
０
年
前
の
１
９
０
４
（
明
治
37
）
年

３
月
に
制
定
さ
れ
た
も
の
で
、
現
在
は
一

般
に
”旧
塾
歌
“
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
義

塾
出
身
で
当
時
は
新
聞
記
者
だ
っ
た
角か
く

田だ

勤き
ん

一い
ち

郎ろ
う

が
作
詞
を
、
指
揮
者
や
作
曲
家
と

し
て
活
躍
し
た
金き

須す

嘉よ
し

之の

進し
ん

が
作
曲
を
手

が
け
た
。

　

こ
の
旧
塾
歌
制
定
の
背
景
を
見
て
み
よ

う
。
義
塾
創
立
50
年
（
１
９
０
７
年
）
に

先
立
ち
、
学
内
で
は
義
塾
の
精
神
を
あ
ら

わ
す
”塾
歌
“
を
求
め
る
声
が
高
ま
っ
て

い
た
。
た
と
え
ば
１
９
０
０
（
明
治
33
）

塾
歌
に
歴
史
あ
り

１
９
０
４（
明
治
37
）年
制
定
の
旧
塾
歌
と
そ
の
周
辺

塾
歌
に
は
不
思
議
な
力
が
あ
る
。声
を
合
わ
せ
て
歌
う
た
び
に
、義
塾
の
一
員
で
あ
る
こ
と
の
誇
り
と
喜
び
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
。

と
こ
ろ
で
現
在
の
塾
歌
制
定
以
前
に
は
、
実
は
”旧
塾
歌
“
が
存
在
し
た
。

カ
レ
ッ
ジ
ソ
ン
グ
の
さ
き
が
け
と
い
わ
れ
る
歌
で
あ
る
。

創
立
50
年
を
前
に

塾
歌
制
定
の
機
運
が
高
ま
る

｢

独
立
自
尊｣

「
実
学
」を
歌
い

カ
レ
ッ
ジ
ソ
ン
グ
の
先
鞭
と
な
る

創立50年記念式典。この数年前から、塾歌制定を望む声が上がり始めた
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ら
、
応
募
作
の
中
に
は
、
社
頭
（
当
時
の

義
塾
の
業
務
統
括
者
）
の
小
幡
篤
次
郎
や

塾
長
の
鎌
田
栄
吉
ら
の
意
に
か
な
う
も
の

が
得
ら
れ
ず
、
角
田
に
作
詞
を
依
頼
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。

　

角
田
は
文
芸
評
論
家
、
新
聞
記
者
と
し

て
活
躍
し
て
い
た
塾
員
で
、
徳
富
蘇
峰
が

創
刊
し
た
雑
誌
『
国
民
之
友
』
で
は

「
浩こ
う

々こ
う

歌か

客き
ゃ
く

」
の
筆
名
で
文
芸
評
論
を
書

く
な
ど
、
当
時
の
論
壇
・
文
壇
の
重
鎮
の

一
人
で
あ
る
。
な
お
、
彼
は
旧
塾
歌
の
他

に
も
カ

※

ン
テ
ラ
行
進
歌
を
手
が
け
た
り
と
、

義
塾
の
カ
レ
ッ
ジ
ソ
ン
グ
づ
く
り

に
多
大
な
功
績
を
残
し
て
い
る
。

　

同
年
の
暮
れ
に
で
き
上
が
っ
た

角
田
の
歌
詞
に
、
義
塾
の
ワ
グ
ネ

ル
・
ソ
サ
ィ
エ
テ
ィ
ー
の
指
導
も

行
っ
て
い
た
金
須
が
曲
を
添
え
、

翌
１
９
０
４
（
明
治
37
）
年
３
月

５
日
、
つ
い
に
”旧
塾
歌
“が
制
定

さ
れ
た
。

　
「
独
立
自
尊
」
や
「
実
学
」
が
歌

わ
れ
る
旧
塾
歌
は
、
早
稲
田
大
学

や
同
志
社
大
学
の
校
歌
よ
り
も
早

く
発
表
さ
れ

て
お
り
、
カ
レ
ッ
ジ

ソ
ン
グ
制
定
の
先
鞭

を
つ
け
た
と
い
え
る

だ
ろ
う
。

　

旧
塾
歌
に
先
立

つ
”旧
々
塾
歌
“
に

つ
い
て
も
記
し
て
お

こ
う
。
旧
塾
歌
制
定

の
前
年
、
１
９
０
３

（
明
治
36
）
年
6
月

発
行
の『
三
田
評
論
』

第
28
号
に
は
「
慶
應

義
塾
之
歌
」
に
関
す

る
記
述
が
あ
る
。
同

年
10
月
に
刊
行
さ
れ

※
カ
ン
テ
ラ
行
進
歌

義
塾
主
催
の
カ
ン
テ
ラ
行
列
の
た
め
の
曲
。
カ
ン
テ
ラ
と
は

オ
ラ
ン
ダ
語
で
「
燭
台
」
を
意
味
し
、
ブ
リ
キ
缶
に
灯
油
を

入
れ
た
携
帯
用
の
灯
火
の
こ
と
。
カ
ン
テ
ラ
行
列
は
慶
應
義

塾
独
自
の
祝
賀
行
事
と
し
て
明
治
か
ら
昭
和
初
年
に
か
け
て

行
わ
れ
、
名
物
と
な
っ
て
い
た
。

日露戦争祝勝
カンテラ行列

た
『
慶
應
義
塾
学
報
』
に
は
、
同
月
に
開

か
れ
た
寄
宿
舎
記
念
会
で「
塾
歌
が
合
唱

さ
れ
た
」と
の
記
事
も
あ
り
、「
慶
應
義
塾

之
歌
」
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。こ
の
歌
は
、

後
に
戦
火
で
負
傷
し
た
小
泉
信
三
塾
長
の

塾
長
代
理
と
し
て
義
塾
の
復
興
に
貢
献
し

た
、経
済
学
部
教
授
高
橋
誠
一
郎
の
塾
生

時
代
の
作
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
当
時
の
塾
生
た

ち
が
、
み
ん
な
で
合
唱
で
き
る
義
塾
の
歌

を
必
要
と
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

慶應義塾之歌（『慶應義塾百年史　中巻（前）』P.690より）

旧塾歌（『慶應義塾百年史　中巻（前）』P.689より）


